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ウォーターPPPの導入検討について

１．これまでの課題

２．新たな課題

〇汚水管の改築に係る国費支援の影響額
＜中期的な想定＞
・R9～R18 の単年当たり事業費：51,471 千円（国費 25,736 千円）
＜長期的な想定＞
・R9～R50 の単年当たり事業費：55,500 千円（国費 27,750 千円）

※以上より、毎年約 3000 万円程度の収入が減少することが見込まれる。

３．検討スケジュール
令和６年度 令和７年度 令和８年度

〇内部検討
・課題等の整理
・WPPP導入の可能性を
検討

※導入可能性調査の対象
施設決定

〇導入可能性調査
・詳細検討
・ﾏｰｹｯﾄｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

※上下水道室の方針決定

〇委員会等
・上下水道事業経営審議
会へ諮問→答申

・常任委員会へ報告

※WPPP導入決定

ヒト

モノ

カネ

⇒ 職員不足、技術継承

⇒ 施設の老朽化、災害対策

⇒ 料金収入の減少、労務費・資材費の高騰、施設更新費用の増加

ウォーターPPP ⇒ ウォーターPPPを導入しなければ、汚水管の改築に係る国費
支援を受けられなくなる。（令和 9年度以降に要件化）

（別紙１）・・・ （別紙２）

ウォーターPPP導入について検討へ

（WPPP）

対策

ヒト ⇒ アウトソーシング、職員研修の充実による能力向上
モノ ⇒ 計画的な施設整備による延命化及び強靭化
カネ ⇒ 料金値上げ、補助金の活用、業務効率化による経費軽減など...

資料４
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４．WPPP導入可能性調査対象施設の選定
〇内部検討の結果...

本市の上下水道事業は、これまで直営で施設管理をしているため、今回、上下一括で
WPPPを導入した場合、大幅な事業体制の変更に伴う事業執行へのリスクや上下水の
管理が市から民間業者へ移行することに対して、使用者が不安に感じることが懸念さ
れる。また、水道事業については、WPPP 導入による市内業者への影響が大きいこと
や今回の要件化による国費支援への影響が水道事業には無いことなどから、今回の導
入可能性調査には水道事業を含めないことが妥当と考える。
窓口業務については、以前より個別に業務委託を検討していることから引き続き個

別に検討を進めることとし、今回のWPPP導入可能性調査には、下水道管と下水処理
場施設を対象として検討を進める。
今後、水道事業については、下水道事業がWPPPを導入した場合に実施状況や効果

などを参考としながらWPPP導入の検討を適宜進める。

５．WPPP導入判断のポイント
◎今の課題、これから想定される課題を解決できるか。
◎委託費が経営にどのくらい影響するのか。また、許容できる範囲に収まるか。
◎受託業者がいるのか。また、地元業者をどのように参入できるようにするか。

※導入可能性調査では、下水道管と下水処理場施設を対象にマーケットサウンディングに
より、官民の業務分担や経済性、市内業者の参加方法を検討し導入について判断する。

交付要件を満たす
ためには、最低限、
下水道施設のどれ
か１つでもWPPP
を導入すれば良
い。
（例えば下水処理
場だけでも良い。）

下水道事業水道事業
上下水道事業

窓口業務

水道管施設 下水道管施設

浄水場施設 下水処理場施設

対象施設
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国土交通省水管理・国土保全局下水道部通知（R5.6.2 付）

（別紙１）
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ウォーターPPPの概要

〇ウォーターPPPとは
水道、下水道、工業用水道分野において、公共施設等運営事業に段階的に移行するた

めの官民連携方式として、長期契約で管理と更新を一体的にマネジメントする方式。

〇ウォーターPPPの４要件
①長期契約（原則 10 年）

②性能発注
必要な施設の性能要件や業務水準のみを提示して、その性能・水準を満たすための

詳細な手段や設計は問わずに、民間の裁量の下で要求水準を満たす発注方式のこと。
※従来は仕様発注：施設の配置・構造・材料等、業務に関わる詳細な要件等の仕様書
を公共が作成し、民間に提示して発注すること。

③維持管理と更新の一体マネジメント
◆ウォーターPPPスキーム（※民間委託レベル 3.5 以上が必要）

※コンストラクションマネジメントとは、発注者側の立場に立って、設計や計画立案
の段階からコストや品質、スケジュール、情報管理を行う作業。

④プロフィットシェア
共同事業などにおける収益の分配方式の一つで、受託業者が経費・費用を差し引い

て、利益が残った場合にこれを一定の割合で発注者と分配する方式。
※例：契約時に見積もった工事費や維持管理費が、企業努力や新技術導入等で縮減し
た場合、縮減分を官民でシェアする。

※以上の４要件を満たしたものをウォーターPPPと位置づけている。

（別紙２）


